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①巡回指導
（C評価以下）

改善報告
（1ヶ月以内）

３ヶ月経過 ②巡回指導
（C評価以下）

Ｒ６.１月実施Ｒ５.１０月実施

運輸局

※２回続けて、C評価以下の場合は、国へ通報

運輸支局による監査
（必要に応じて処分）

対
象
事
業
者

改善報告あり
改善報告なし

※従来から実施

１．特定の営業所に対する巡回指導の重点化

○ 巡回指導結果が「C」以下（「適」の数が40以下）だった営業所又は、運賃・料金に係る項目の判定が「否」だった営業所

○ その際、全ての巡回指導項目（４５項目）の確認を行い、再度「C 」以下又は運賃・料金に係る項目の判定が「否」だった場合は、国が監査を行う。

巡回指導結果を踏まえた改善状態を維持していない営業所も見受けられるため、巡回指導及び国の監査との連携を強化・重点化。

⇒原則３か月後に再度巡回指導を実施。

○ 貸切バス適正化機関の巡回指導は、国の監視対象営業所を除く全ての営業所に対し、原則、毎年度１回実施し、 優良営業所は特化項目及び関連項目を、
その他の営業所は重点項目及び関連項目の調査を実施。 ※発出予定の運用方針に備え、年度当初から全ての巡回指導項目の調査を実施。

当初の事業計画による巡回指導

２．貸切バス適正化機関巡回指導運用方針において「優良営業所」とされた営業所に対する特例

○ 令和３年度及び令和４年度において、巡回指導確認項目に「否」の判定が１つもなかった営業所であって、

○ 貸切バス事業者安全性評価認定制度による３ツ星の評価認定を受けている事業者は、

⇒令和５年度の巡回指導実施対象から除外。

令和５年度においては、「優良営業所」と認められた営業所について、以下の特例措置を追加。

※令和６年度の特例については、令和５年度の状況を確認しながら検討。

○ 国土交通省の「令和５年度の一般貸切旅客自動車運送適正化機関の巡回指導等の運用方
針」の改正作業の遅れにより、2023年度の事業計画は前年度の運用方針に基づき策定して認

可を受けていたところ、７月３日付けで、令和５年度の運用方針が発出されたことから、当該事
業計画を変更し、９月 日付けで中国運輸局長の認可を受けたもの。

事業計画変更の経緯

２０２３年度事業計画の変更について 一般社団法人 中国貸切バス適正化センター

変更後の事業計画による巡回指導

《令和５年度運用方針の基本的考え方》
貸切バスの輸送需要の回復が見込まれるところであり、法令遵守
がなされていると推認される営業所に対する特例を設けることによ
り、特定の営業所に対する法令遵守状況の確認を重点的に行う。


